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１．本プロジェクトの概要と社会実装の姿

22

貢献
寿命

【タスク１】

貢献寿命の開発

【タスク２】

就労・貢献要素開拓

【タスク３】

GBER地域実装

【タスク４】

GBER組織の事業化

【タスク５】PJ管理・研究

基
礎
研
究

社
会
実
装

新たな長寿価値

『貢献寿命（指標）』
の確立

※貢献寿命延伸要素の可視
化、タスク分解方法の構築

貢献寿命延伸＆
GBER利活用推進に向けた

「事業モデル」
の確立

連動

熊本県 福井県 世田谷区

鎌倉市 和光市

50地域 100地域

《目標１》 「貢献寿命」～国民の認知度80％以上※中高年対象

－国政、自治体、企業等の目標に掲げられる（健康寿命、人生100歳のように）
－「貢献寿命」の測定と延伸活動の普及

《目標２》 「GBER」利活用地域～100地域展開
－事業の安定化・自立化～事業拡大

法人設立～初期段階
多地域展開

＜実装研究＞

10地域

＜社会実装＞

自治体拡充モデル

持続的事業展開
事業の多角化・拡大

産官学民共創モデル

国民の貢献寿命の延伸～長生きを喜べる長寿社会の実現



２．本プロジェクトのタスク別進捗状況（主なエッセンス）

3

【タスク１】

貢献寿命の開発

【タスク２】

就労・貢献要素開拓

【タスク３】

GBER地域実装

【タスク４】

GBER組織の事業化

【タスク５】PJ管理・研究

個人版指標・尺度案の
作成

基
礎
研
究

社
会
実
装

GBER活用モデルの試行
（介護助手モデル）

GBERの利活用推進に向
けた地域活動の展開

法人化及び事業展開の検討

シニア向け就労・貢献活動
要素の体系化

＜2023年度計画（目標）＞ ＜2023年度成果・実績＞

◎ 定量的・定性的調査のデータを蓄積するなかで、個人版
「貢献寿命」測定尺度案を開発済（全16問から構成）。

◎ シニア3000人調査等（計５調査）を通じ、シニアの階
層別の就労等のニーズ実態を整理するとともに、シニア向け
就労・貢献活動の選択肢一覧（暫定版）を作成中。

◎シニアを活用した「介護助手」の仕事のタスク分解とモザイ
ク就労の実現に向けた施行に着手。ノウハウ・課題を把握。

◎ 新たに和光市の取組みをスタート。鎌倉市では市役所の
関係各部と連携し、推進体制をさらに強化など。

◎ 現行の「自治体モデル」、GBERの多地域展開を追究。
事業モデルの検証と合わせて法人化を検討。

◎ 内閣府「高齢社会フォーラム」（10月）、日経新聞「超
高齢社会の課題を解決する国際会議」（11月）等で、本プ
ロジェクト（貢献寿命等）をPR。

PJ全体に関する検討・研究



【タスク１】貢献寿命の概念構築、指標と尺度の開発

44

超高齢未来の新たな長寿価値：平均寿命、健康寿命・・・→「貢献寿命」の延伸
※「貢献寿命」 (Engaged life expectancy) （仮説）社会や他者との積極的な関わりを持ち続けられる人生期間

「貢献度尺度」

他者や社会と主体的に
関わろうとする意欲を
もっていること

自分の存在や行動(役割)
に対して,他者からフィー
ドバックを得ていること

(客観的にみて)社会的な
役割・つながりを持って
いること

社会とつながり役割を持ち、誰かの役に立つ、感謝されるといった関わりを持つ程度

シニア, 障害者の就労や社会参加に関する支援者および当事者４団体・53個人への
インタビューより概念モデル構築（ 2023 IAGG Asia/Oceania Congressにて発表）

一般成人（調査会社モニター、18歳～99歳、平均50.4±15.6歳）1,200名対象の
WEB調査により心理尺度構成、全16問からなる「貢献度尺度」を開発（International 
Congress of Psychology 2024にて発表予定）
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C1(160) C2(248) C3(407) C4(288) C5(99)

関心 フィードバック ネットワーク

①Gberに搭載し、活動・仕
事とのマッチングに活用

あなたに
おススメ！

こんな活動に挑戦
しませんか？

2024年度の課題

②地域の貢献度指標づくり
③自治体等の地域診断への
「貢献指標」活用可能性の
検討

住民の貢献度は？
この街の貢献機会は？

＜個人の「貢献タイプ」の算出＞



【タスク２】シニア向け就労・貢献活動の選択肢の体系化とモザイク化
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※就労等、シニアの活躍の場を広げ、マッチング（モザイク就労）を推進することは貢献寿命延伸の重要な要素

②Ⅱ層シニア向け「退職後の暮
らし等」に関するWEBアンケート
首都圏在住、男女、60～74歳、1760名、
ホワイトカラー出身の退職者（役員経験者、
生活困窮者を除く）

①50代向け「定年後のライフデ
ザイン」に関するWEBアンケート
首都圏・福井県・熊本県在住、男女、50～
59歳、1308名、定年のある会社員・公務
員等（ホワイトカラー）

③地域関係者向け「高齢者の
仕事等」に関する郵送アンケート
生涯現役促進地域連携事業展開地域

（26協議会；回収率60.5％）

50代の意識を把握
■重視ポイント（マイペース、報酬、
楽しみ・・・）、関心のある仕事（公
共サービスが人気）

Ⅱ層シニアの退職前後の意識
を分析

■退職後の就労等はつながり動機
（能動的・受動的）によって幸福感
が異なる。定年前にキャリア意識を高
めていくことが望ましい

地域の活動実践者より高齢者
就労の実態等を把握

■地域の仕事を中心に、シニアに人
気のある仕事、相応しい仕事をタスク
単位で把握（回答数144）

④シニア就労マッチング事業展
開企業・団体へのヒアリング調査
産業雇用安定センター、パソナマスターズ、

「しごとコンビニ」（岡山県）、ルネサンス等

企業・団体の事業実態、経営
モデル等を把握

■「しごとコンビニ」モデル：タスク分解、
コンサル的自治体アプローチ、教育及
びフォローアップシステム、経営モデル
等を把握

⑤シニア（65～74歳）向け
WEBアンケート

「Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層別実態把握」
全国、男女、65～74歳、3000名

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層別の意識・実態を
把握＋貢献活動要素も収集

■Ⅰ層は「自己充実」、Ⅲ層は「経
済課題」、Ⅱ層は「多面的」。定年
前までのキャリアが影響・・・等

その人に適合する就労・貢献活動要素の体系化



• 益城町イベント
• 110名→130名

• 400名→480名
• 11月セミナー

• 109名→113名
• 貢献寿命調査
（延期）

• 70名→120名
• 介護助手分野での

モザイクモデルの
実践

【タスク３】GBERによるシニア就労等マッチング活動の展開

6

熊本県

世田谷区

福井県

鎌倉市

和光市

• 和光市長寿あんしん課
• 就労的活動支援コーディネーター
• ジョブボラ機会拡大
• （株）ダスキンが運営する生活サポート拠点
• 0名→147名

地域団体合同イベント＠熊本県

ボランティ アを求めている方必見！ 

ボランティ ア活用推進セミ ナー  

令和５年１１月１０日（金） 

 時  間：13時～14時30分（受付開始：12時30分） 

 会  場：オンライン（Zoom）先着400人 
 対  象：世田谷区内で活動している団体の方 

 申  込：電話またはオンライン手続き 

 申込締切：令和５年１１月９日（木） 

 申 込 先：世田谷区市民活動推進課 ℡：03-6304-3174 
         （月～金曜日 午前9時～午後5時） 

（発行）世田谷区生活文化政策部市民活動推進課まちづくり推進係 
    世田谷区松原6-3-5 TEL03-6304-3174 FAX03-6304-3597 

ボランティアの人に 

手伝ってもらえること  

って何だろう？ 

ボランティアをしてく れ

る人とはどうしたら  

マッチングできるの？ 

（音声コード） 

 

プログラム 

２ GBER: 団体・事業所へのボランティアを集める情報プラットフォーム 

檜山 敦 氏 東京大学 先端科学技術研究センター 特任教授 
地域のボランティアを募集するための情報プラットフォーム(GBER)にボランティア

の募集を掲載することで、地域で活動する全世代のボランティアからの応募を受け

ることができます。ボランティア一人ひとりの空いている時間や生活圏に合った活

動とのマッチングをサポートするGBERに関する講演 

１ ボランティアをしようとする人と団体・事業所をつなぐしくみ 

３ ボランティア募集の方法についてご案内 

社会福祉法人世田谷ボランティア協会 

※詳しくは区のホームページをご覧ください。 

  世田谷区HP＞サイト内検索＞ページ番号「205626」で検索 

【オンライン手続きはこちら】 



77

３．2024年度研究活動計画（案）・・・貢献寿命と連動したGBERの多地域展開に向けて

【タスク１】

貢献寿命の開発

【タスク２】

就労・貢献要素開拓

【タスク３】

GBER地域実装

【タスク４】

GBER組織の事業化

【タスク５】PJ管理・研究

2024年 2025年

熊本県 福井県

世田谷区

鎌倉市

◆個人版データの蓄積（GBERと連動）⇒標準化テスト～指標・尺度の確立
◆地域版指標・尺度（案）の開発

◆シニア向け就労・貢献活動の選択肢拡大とモザイク化の追究

基
礎
研
究

社
会
実
装

◆鎌倉市におけるGBER利活用推進活動モデルの追究
◆リビングラボ（地域課題解決）と連動するGBER利活用モデルの試行

和光市

社
会
実
装
（
多
地
域
展
開
）

◆GBERの利活用推進に向けた地域活動の継続展開
◆GBER機能の拡充（GBER3.0化）

◆法人化及び事業展開に向けた検討

◆「貢献寿命」の普及・啓発活動の推進
◆「GBER」利活用地域拡大に向けた啓発活動の推進

2024年度は、今後の社会実装を見据えて、貢献寿命開発の基礎研究を進めながら、貢献
寿命の普及・啓発活動を積極的に行う。またGBERの強みを活かす利活用モデル案を構築し、
積極的なPR活動に取り組む。

【新規】

【新規】

【深化】

【深化】

【新規】

【深化】

【継続】

【新規／強化】
【継続】



＜講演・学会発表・論文発表> ※順不同

国際老年学会アジア/オセアニア地域大会2023 学会発表（ポスター発表）Sugawara,I., Akiyama,H., Imashiro, S., 
Maeda,N.,Yoshida, R., & Hiyama, A. Engagement with life and society in old age: Qualitative 
exploration of retired older Japanese. International Association of Gerontology and Geriatrics 
Asia/Oceania Regional Congress 2023, June 12-14, 2023, Yokohama, JAPAN（菅原）

日本心理学会第87回大会 学会発表（ポスター発表）今城志保・藤村直子・菅原育子・秋山弘子・檜山敦, 定年退職後
の幸福感を高める自己有用感と人とのつながり, 2023.9.15-17 神戸国際展示場（今城）

日本老年社会科学会 基調講演 「貢献寿命の延伸をめざして」 ／ 日本老年学会総会 特別講演 2023.6.17

横浜国際会議場パシフィコ（秋山）

日本老年学会総会 特別講演

産業組織心理学会 講演 「長寿社会に生きる」 2023.7.29 リクルートビル（秋山）

ニッセイ基礎研究所WEBセミナー 講演 「新たな長寿価値“貢献寿命”の延伸に向けて」 2023.9.28（秋山、前田）

ニッセイ基礎研Report 「生涯“貢献”社会の創造を～新たな長寿価値『貢献寿命』の提案」 2023.4.10（前田）

東京大学高齢社会総合研究機構ジェロントロジー・アカデミー講義 「本プロジェクトの紹介」 2023.5.11（前田、今城）

内閣府「高齢社会フォーラム」 講演 「貢献寿命を延ばそう～いくつになっても『ありがとう』を交換できる社会へ」（菅原）／

パネリスト（前田）

The 5th Nikkei Super Active Ageing Society Conference 2023.11.20 イイノホール（モデレーター：秋山、パネリ
スト：檜山）

データ同友会、トルコ学会、IAGG、恵比寿ロータリークラブ、エクサウィーズ、武蔵野大学「古希式」、鎌倉淡青会（秋山）
8



＜新聞・メディア掲載＞

✓NHK WORLD, BIZ STREAM, Seniors with More to Give, GBERの紹介, 2023.5.13 （檜山）

✓令和5年度版消費者白書、「【事例】高齢者の社会貢献活動の促進に向けた支援」、2023.6.13（檜山）

✓読売新聞朝刊＿ジェロントロジー及び本プロジェクトに関するコメント記事 2023.6.21（前田）

9

＜予定＞
日本行政学会 学会発表（ポスター発表） 檜山敦、小林悠太、住民参加を促進する情報プラットフォームの地域実装
―GBERを通じた社会連携― 、2024年5月18-19日、学習院大学

国際心理学会2024 学会発表（ポスター発表）Sugawara,I., Akiyama,H., Imashiro, S., & Hiyama, A. 
Multidimensional Aspects of Social Engagement and Their Correlations with Subjective Well-Being. 
International Congress of Psychology 2024, July 21-26, 2024, Prague, Czeck Republic（菅原）



内閣府「高齢社会フォーラム」
(2023.11.8)

10

（基調講演テーマ）

「貢献寿命を延ばそう
～いくつになっても『ありがとう』

を交換できる社会へ～」

＜参考１＞



＜参考２＞

11



＜参考３＞

12

国際老年学会アジア/オセア
ニア地域大会2023
学会発表（ポスター発表）
＠横浜国際会議場パシフィ
コ（2023.6.12-14）



＜参考４＞

13

日本心理学会第87回大会
学会発表（ポスター発表）
＠神戸国際展示場
（2023.9.15-17）



＜参考５＞

14

NHK WORLD, BIZ 
STREAM, Seniors with 
More to Give, GBERの
紹介, 2023.5.13



＜参考６＞

15

令和5年度版
消費者白書、
「【事例】高齢
者の社会貢献
活動の促進に
向けた支援」、
2023.6.13

15



16読売新聞朝刊（2023.9.21） 「週刊現代」（2023.10.21-28号）

＜参考７＞



◆北欧各国大使館主催 Nordic Talkでの国際的な意見交換（2月14日）＜参考12＞

17



◆内閣府 高齢社会対策大綱の策定のための検討会（第1回）（2月15日）＜参考13＞

18

これからの高齢社会における貢献寿命の概念と
ICT利活用の重要性を発信



◆東京都主催 東京ホームタウン大学（2月17日）＜参考14＞

19

GBERの社会実装の展開と
貢献寿命の概念の重要性を発信
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